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【要 旨】

　幼児 教育は，そ れが誕生 した 時か らきわめて ポリテ ィ カルな悶題 であ り，そ

こ には ，近代社会の三 つ の ポリテ ィ クスをみることができる 。 本論文は，幼児教

育 に作用するポリテ ィクス につ いて ，その誕生の ときにまで立 ち戻 っ て議論す る

ものである 。

　第
一

に ， 国民国家のポ リテ ィクスがある 。 幼稚園を作 っ たフ リー ドリ ッ ヒフ レ

ーベ ル は， ドイ ツとい う国の ための 学校体系が不可欠であると考えていた 。 19世

期初頭において ドイツは分裂 し弱体化 した国であ り，フィ ヒテやフ レーベ ル とい

っ た人た ち は ドイツ人 とな る こと と，自分た ちの国民国家を必要と して いた 。フ

レーベ ルは国民国家 ドイツの教育体系の基礎と して 幼稚園を構想したのであ っ た。

幼稚園は ドイツ で 普及したが ，19世紀中ころには幼 稚園禁止令によ っ て 閉鎖させ

られて しまう。 当時の反動政権は，幼稚園の 自由な思想を危険なもの だとみな し

たので ある 。 禁止された幼稚園運動は，国外に活路を見出 し，結果的に世界に普

及 した 。

　それ を促進 したの が，19世紀の新 しいメ デ ィ アである万国博覧会で ある 。 博覧

会の展示物のなかに，幼稚園とフ レ
ーペ ルが考案 したおもちゃ である恩物があ っ

た 。 幼稚園運動は．近代消費 社会 によ っ て サ ポー トされた の で あ る 。

　第二 のポリテ ィ クス は，階層の ポ リテ ィ クスである 。 幼稚 園は私的な システム

として 造られ，恩物は売買される商品であ っ た 。 フ レ
ーベ ル の教育思想 はすべ て

の階層 の子 どもたち にひ らかれたもので あ っ たが，彼は事業を成功さぜ るために ，

上 ・中流階層をターゲッ トに した 。 そのた め当初か ら幼児教育シス テムは二 元化

お茶の 水女子大学
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した シス テム になる要素を胚胎するこ ととな っ た 。

　第三の ポリテ ィ クスは ，ジ ェ ン ダーである 。 フ レーベ ル によれ ば，幼稚園は学

校 とは異なるもの である 。 そ こにおける教育者の モデル は教師で はな く，母親で

ある 。 幼稚園は女性のもの となる と同時に，上層の ためのもの と下層のためのも

の に分 断され ，そこ で働 く女性た ちの ヒエ ラル ヒ
ー

も形成された 。

　幼稚園を普及 し拡大 した e ジ ェ ン ダー
の ポリテ ィ クス は、女性たちに働 く場 と

特別な 教育的役割を与え たが，女性たちに特殊な社会は ，教師社会か ら分断され，

社会的に低い も のとみなされる こととな っ た 。

　キ
ー

ワ
ー

ド ：ポリテ ィ クス，幼児教育，近代社会

1 ．　 は じめに

　子 どもをめ ぐる政 策は ， 現在 ， 巾心 的政策課題の
・…

つ と して 位置づ け られて い る。

私た ちは ， 子育て 支援 とい う言葉や待機児ゼ ロ 作戦 とい っ た言葉が何 を意昧するの

か よ く知 っ て い る し，幼保
一

体化の 推進や幼児教育の 無償化 とい う政策課題に つ い

て も，
メ デ ィ ア を通 じて しば しば 耳に す る 。 90年代以降の 社会 問題 と して認識 され

る よ うにな っ た少子化問題 をうけて ， 子 育て 攴援 とい う言葉が 生 まれ ， 幼 い 子 ど も

た ちに 関する政策的 な対応が かつ て ない ほ どに論争とな っ て い る （平岡他　2011）。

　た とえば ，
エ ン ゼ ル プラ ン で少子化対策 として働 く母親の ため の 保育所の 増設に

力が い れ られ る と ， 専業主婦の 母親へ の 支援 も必要 だ， とい う議論 が な され ， 近年

の 子 ど も手当 をめ ぐっ て は ，すべ て の 子 ど もを対象 と した子 ど も手当にた い して
，

む しろ必要 な子育 て支援 の 整備が必要だ ，
とい う議論が される 。 幼稚 園は教育機関

で保育園は福祉機関で あ る とい う縦割 り行政 に対 して ，子 ど もた ちの 生活を区別す

る こ とはで きない
，

と い う議 論 が な され る 。 そ して ， 幼保 の
一

体 の 施設の 整備 へ の

動 きが は じまる と，幼稚 園の 独 自性 を否定す る よ うな施設に は賛成 で きな い と い う

反対論が起 こ る ， 等々 。

　 近年 ， さ まざまな論争が お こ なわ れ て い る政治的争点 と して の 幼児教育 に は喫緊

の 課題が 数多 くあ り，そ れ らへ の 迅速な対応が 必要で ある こ とは 間違 い な い 。 しか

し， こ れ らの 問題の 背景 に は ， 単 に 当面の 政 策的対応 を検討する こ とだけで 解決す

る問題で はな い 根深い ポ リテ ィ ク ス が作用 して い る 。

　幼児教育は ， そ れ が誕 生 した 時 に はす で に きわめ て 政治的 な問題 と して あ らわ れ

て きた し， そ の 後 ， 現在 に至 る歴 史的経緯 は
， 政策 に と どまらない 様 々 な力学が作
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用す る ，
い わば多様 なポリテ ィ クス の せ め ぎ合い の なかにあ っ た 。 以下本稿 にお い

て ，今 日な されて い る幼児教育にかか わ る政策的な議論 を ， 眼前の 対応の ための 政

策 レ ベ ル に と どま らな い 歴史的問題 と して と らえる可 能性をさ ぐっ て い きた い
。

　近代西欧世界 で 誕生 した幼児教育が
，

どの よ うに独 自性 を主張 しなが ら， ま た ど

の よ うに国境 をこ えて 拡大 して きた の か 。 今 日私 た ちが経験 して い る幼稚 園が 成

立 ・普及
・発展 して きた プ ロ セ ス の なか で

，
どの よ うなポ リテ ィ クス が 作用 した の

か を検討 して み た い 。 そ の 際 ，
三 つ の 視点を重視 して お きたい 。 国民国家の ポ リテ

ィ クス
， 階 層の ポ リテ ィ クス

， ジ ェ ン ダ ーの ポ リテ ィ クス であ る 。

2 ． 国民 国家の 形成 と幼児教育 シス テ ム の 誕生　ナ シ ョ ナ リズ ム の 嵐の

　　 中で

　お茶の 水女子大学附属幼稚 園の 園長室 に は
，

一
枚 の 人物 の 肖像画が飾 っ て ある 。

フ リー ドリ ッ ヒ ・
フ レー ベ ル

〔1｝
で ある 。 口本初 の 幼稚園が お 茶の 水女子 大学の 前身

で ある東窟女子師範学校の 附属幼稚園で ある こ とは よ く知られて い る とこ ろ で ある

が ，現在の 園長室に フ レ
ーベ ル の 肖像 画がかかげ られて い る こ とは

， 幼稚 園の 中心

に フ レ ーベ ル の教育思想 が ある こ とを象徴す る もの であ る 。 フ レーベ ル をそ の 思 想

の 中心 にお くとい うこ とは
， お茶の 水女子大学附属幼稚園に独自の 特徴で ある とい

うわ けで はな く， 現在で も少 なか らぬ 幼稚園 にお い て フ レーベ ル の 思想が 象徴 的な

支 え とな っ て い る 。 そ もそ も， 日本語 の 幼稚 園 の 原 語が Kindergarten （キ ン ダ ー

ガ ル テ ン） とい う ドイ ッ 語で あり，
こ の 命名者が フ レ

ーベ ル で あっ た こ とを考 えれ

ば ， 近代幼児教育を語 る上 で フ レ
ーベ ル の 位置は極め て 大 きい こ とは疑 い の 余地は

ない
〔2｝

。

1

　こ こ で
， 幼児教 育に近代 とい う言葉をつ けて近代幼児教育 と した の は ， ア リエ ス

の 著
：

書 『〈子供〉の 誕生』 （ア リエ ス 　1980）を意識 して の こ とで ある 。 ア リエ ス 以

降 ， 近代社 会が 子 ど もを大人 とは異 な る配慮 を必要 とす る もの と して 認識す る よ う

に な っ た こ と ， そ の 認識 を生 み 出し， またそれ を支 えたの が 近代学校 と近代家族で

あ っ た こ とが さ ま ざまに 明 らか に され て きた （小 玉 　2010）。 こ の 近 代家族 と近代

学校 の 成立 を前提 と しなが ら もそ こか らさ らに差異化 され るべ きもの として ， 幼児

を子 ど も概念一般か ら区別 し， 幼児 を固有の 対象 とする教育 の在 り方 を主張す る独

自の 領域 と して
， 近代 にお い て幼児教 育シス テ ム が 誕生 した。 この 近代幼児教育 を

象徴す る の が 幼稚 園で あ る 。

　もちろ ん ， 幼児教育にか か わ る施設は
， 幼稚 園だ けで は ない 。 ドイ ツ で の フ レ ー
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ベ ル の 幼稚園の 誕生 を1840年 とする な ら，それ よ り早 く， フ ラ ン ス で は 1770年 にオ

ー ベ ル ラ ン
 

が ， イ ギ リス で は， 1816年 に オ ー
エ ン

c4｝
が幼 児教育施 設 を作 っ た こ と

は有名で ある 。 幼児教育発祥の 地は ドイツ に限定 される もの で は な く， 18世紀末か

ら19世紀 にかけて ， 西欧諸国で
， 多様 な先駆的幼児教育シ ス テ ム が登場 して い る 。

その 後， フ ラ ン ス で は幼児教育 にか かわる施設 は 「母親学校」 （ecoles　maternelle ）

と呼 ばれ ， イギ リ ス で は 「幼 児学校」 （infant　school ）と呼ばれ て きた 。 こ れ らに

お い て 「学校」 とい う名称が つ か われ た の に対 して ， フ U 一ベ ル が 「学校」で は な

く 「幼稚園」と い う名称を もち い た点は
，

フ レ
ーベ ル の構 想 した幼児教育が近代学

校の 歴 史の なか で
， 幼児 とい う存在 を子 ど も

一
般 か ら差異化 し， 幼児 に対す る教育

の 独 自性 を強烈 に主張する とい う点 にお い て ， 異彩 をはなつ もの で あ っ た とい うこ

とが で きるだ ろ う
〔5｝

。

　もちろ ん ， そ の 独 自性 は，単 に
， 名称の みの 問題で はな か っ た 。 こ の 時期 に

， 産

業革命 に よ っ て 生 み 出され た貧困や混乱の なか の 子 ど もた ちや ， 孤児 や ，
い わ ゆ る

浮浪 児 とい っ た子 どもの 問題 へ の 対応 と して構想 され ，
い わ ば

， 貧民救 済 として の

慈 善施設や治安対策 と して の 訓練施設 ， ある い は
，

つ め こ み型 の 教授施設と して
，

幼児 を対 象 と した教育施設が続 々 とつ くられ てい た 。 こ れ らの 中で ， どち らか とい

うとやや 出遅 れ た感の ある フ レーベ ル の 幼稚園 は ，
ペ ス タ eッ チ やル ソ

ー とい っ た

子 ど もの 自発性 を重視し，遊びに 意味を見 出した教育思 想をその 支柱 として い た点

にお い て
， 他 の 幼児教 育施設 とは一

線 を画す る もの で あ っ た
（6）

。

　 しか しな に よ り，
フ レーベ ル の 幼稚園が 世界各地 に普及する に至 る背景に は ， 当

時の 政治力学が あ っ た こ とを無視 で きない
。

　幼児教育 の シ ス テ ム が次 々 とつ くられて い っ た 18世紀末か らユ9世紀前半 とい う時

代 は
，

フ ラ ンス 革命 とその 混乱，ナ ポ レ オ ン戦争とその 後に構想され た ウ ィ
ー ン体

制 ， そ して 1848年革命 とそ の 挫 折 とい うヨ ー ロ ッ パ 全体 を巻 き込ん だ変動の 時代で

あ っ た 。 ナ ポ レ オ ン 占領下 に あ っ た プ ロ イセ ン
（7］／

は ， 1813年 に ロ シ ア に敗退 したナ

ポ レ オ ン に宣戦布告 し解放 戦争 を開始 したが ，
こ の と き ， フ レ ーベ ル は職 場の 同僚

で あ っ た愛国主 義者と して 有名なヤ
ー ン

（s）
を介 して 義勇軍に 入 り戦争に 参加 して い

る 。 解放戦争が 自らに と っ て どの ような意味 をもっ た の か ，
フ レ

ーベ ル 自身が 以下

の よ うに語 っ て い る 。

　私 に は な る ほ ど郷 里 ・生 国
L則 ち 母 国 （Mutterland） と も言 い 得 る もの は

有 っ た が
， 併 し本当の 意味で は まだ祖 国 （Vaterland） とい うもの はなか っ た。
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　私の 郷里 が 私 を召 喚 した の で は ない 。 私 はプ ロ イ セ ン 人で は なか っ た 。 だか

ら私 の よ うな隠遁生 活 を して い る者には武器を執れ とい う
一一一・

般の 檄 はほ とん ど

私 を熱狂 させ る に至 らなか っ た 。

　な るほ ど熱狂 して で は ない が ， 併 し巌の よ うに 堅 い 決意で
， 私 を独逸兵 の舞

台 に召集 したの はある ほか の 事情だ っ た 。 私が ある気高い もの ・神聖 なもの と

して 私 の 心の 中で 尊敬 して お り， また ， それ が到 る と こ ろに障碍 な く且 つ 自由

に人々 に知れわ たる こ とを望 ん で い た もの は ， た だ ， 純粋 に独逸 人で ある とい

う感情 と意識 だ っ た 。 （フ レ
ーベ ル ／長 田訳　1949，pp ．126−127）。

　当時の ドイ ツ は ， 12の 領邦 国家に わ か れ て お り， 人 々 の 感情 的帰属 は それ らの

国々 にむ け られ て い た。そ の よ うな中にあ っ て ， フ ィ ヒ テ は 「ドイツ 国民 に告 ぐ」

（1807−1808）と い う講演 を行 い ，ヤ ー ン が 『ドイ ツ民族性』 （1810）をあ らわ した 。

ドイ ツ独立 な くして 白由は得 られ ない
，

とい う国民国家 と して の ドイ ツ の 統
一 を求

め る議論が たか まろ うと して い た 。 こ こ で の フ レ ーベ ル の 言葉 は
， 力強 い 祖 国と し

て の ドイ ツ が い まだ確立 して い な い 中 で
， 彼が 国民 国家 として の ドイ ツ を求め る動

きの 中に あ っ た こ とを明 らか にす る もの で あ る とい える 。

　フ レ
ー ベ ル の 念頭 に あ っ た の は ， 「ドイ ツ 民族／国民教育」（Deutsche　Volks−

und 　Nationalerziehung）で あ り， 戦後 フ レ
ーベ ル は

， 領 邦や 身分，職業や階 級 の

違 い を超 える ドイツ の 統
一一

的 な教育の 在 り方に つ い て ， 幼児か ら青年 まで 含め た教

育制度を構想 して い た 。

　 口本 に お い て ， フ レ ーベ ル をナ シ ョ ナ リズ ム と結び つ けて 議論する こ とは こ れ ま

で それ ほ ど多 くは なされて きた わ けで は ない
。 そ うい っ た 中で ，早 くか らフ レ

ーベ

ル の 政治性 に注 目 した 岩崎次男は ， フ レ ーベ ル の 政治性が あま り重視 され て こ なか

っ た の は ， フ レーベ ル の 主著 『人 問の教 削 （フ レーベ ル 　1964）で は ， 人 間の 教

育に つ い て 論 じ られ て お り， そ こ に国 民 の 教育 とい う観点 を見 る こ とが難 しい こ と

が そ の
一

因とな っ て い る とみな して い る 。 しか し ， 岩崎 は， フ レ
ーベ ル の 教育論全

体 を検討す る な らば
， 明 らか に Fフ レーベ ル は幼稚 園を国 民教育制度全体の 中に位

置づ けて 考 えて い た」 （岩崎 　1974b，　 p ．247） と主張す る 。

　 また ，
こ の 点 に関 して ， ドイ ツ の教 育学者 シ ュ プラ ン ガ ー

の 議論 も参考 に なる 。

シ ュ プラ ン ガー は
， 「幼稚園の 理念 は 国民教育の 理念の

一
部門

一婦入 と若い 女性た

ち に と くに 委ね られ た部門
一 を なす もの だ っ た」 （シ ュ プ ラ ン ガ ー　1983

， p ．113）

と論 じ， フ レ
ーベ ル の教 育思想 に お い て ，幼稚 園は 国民教育 の

一
部にあ る もの とみ
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な して い る 。

　フ レ
ーベ ル がい かに ドイツ を意識 して い たの か に つ い て は ， 1940年に開設され た

彼の 幼稚 園の 名称 に象徴 的に表れ て い る とい うこ とが で きよう。 フ レ
ーベ ル は彼の

最初 の 幼稚 園 に 「一 般 ドイ ツ幼稚 園」 （Der 　Allgemeine　Deutsche　Kindergarten）

と命名 した の で あるが ， 統一 ドイッ が 実現 して い な い 時代 に あ っ て
，

フ レーベ ル が

自らの 幼稚 園 の 名前に あ えて 「ドイ ッ 」 を冠 した こ とを見逃す こ とは で きない 。

3 ． 「幼稚 園禁止令」 と 「博 覧会」

　　　：幼稚園運動の トラ ンス ・ナシ ョ ナ ル ・ム ー ブメ ン ト化

　「幼稚 園は ドイッ を起源 と した ドイッ 的 な教育施 設で あ っ たが，それが輸 出され

た多 くの 国 々 に比べ て ドイッ で はあ まり受 け入 れ られ なか っ た」 （Allen　2000，　p．16）

とい わ れ る よ うに ， 国民 国家の た め の 施設 と して 構想 され た幼稚園は
， 当初 ，

た く

さん の 賛 同者 を得る こ とに も成功 し ドイ ツ で
一一

気 に広が っ て い くか に 見えたが ， 実

際 には ， 政 治的 に成功 する どこ ろか ， た だ ちに 国家に よる弾圧 の対象 とな っ た 。

　184Q年の フ レ
ーベ ル の 幼稚 園の 誕生 の 8 年後にお こ っ た の が 1848年革命で あ る 。

フ レ
ーベ ル の 幼稚 園は， 自由主 義的，民主主義的，社会主 義的なム

ーブ メ ン トの 只

中に うまれ わ けで あるが ， そ れ ゆ えに ， そ れ らの ム ーブメ ン トが弾圧 され る反動 に

時代 に はい る と ， そ うい っ た ム ーブ メ ン トと命運 を共 にする こ とに な っ た 。

　1851年に プ ロ イセ ン 政府 は
， 「幼稚 園は

， 青少年を無神論に むか っ て 教育す る こ

とをめ ざして い る ， フ レ
ーベ ル の杜 会主 義体系 の

一
環 を構 成 して い る 。 したが っ て

，

フ レーベ ル の 原理 また は類似 の 原 理 に したが っ て設立 され る学校等 は ， 容認され え

ない 」 と して ， フ レ ー ベ ル ．L義 に立 つ 幼稚園の 禁止令 を出 した （岩崎　1977
，
　 p ．

2）。 そ の 後 ， 1861年 まで 幼稚園禁止令は続 き，
こ の ユ0年にわ た る期 聞 ，

フ 1／ 一ベ

ル 自身の 弁明 も政府 に聞 き届 け られ る こ とな く，
フ レ

ーベ ル の み な らず，そ の後継

者 や賛同者 た ち もまたそ の 行動 を封 じ込 め られ る こ と とな っ た 。 そ して ，
フ レ ー ベ

ル は禁 止令が 解 かれ る の を見ず に そ の 生 涯 を終えるこ とと な る 。

　幼稚 園禁止 令が だ され る に あ た っ て は
，

フ レ ー ベ ル に と っ て 二 次的な理 由がそ の

原因 に な っ た とい う側面 も否め な い
。 とい うの は， プ ロ イ セ ン 政府の 幼稚園禁止令

の 文書 にお い て，甥の カ
ー

ル を危険思想 の 持 ち主 と名指 し した うえで ， 幼稚園が 危

険で ある と言明 されて い る か らで ある 。 当時 ， 甥 の カ
ール ・

フ レ
ーベ ル は無神論者

の 活動家 と して 有名で あ っ たの だが ， 同時 に ，
フ レーベ ル の 幼稚園に 実際 に 深 くコ

ミ ッ トして い る 人物で あ っ た 。 カ
ー

ル の 執筆 した 書物は政府か らは危険思 想 だ とみ
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られ て お り，
こ れに 言及 した形で 幼稚園禁止令が 出 されて い る 。 とはい え ， 幼稚園

禁止令が プ ロ イセ ン 政 府の 誤解に基づ くもの で あ っ て ，
フ レーベ ル の 真 の 思想が正

し く理解 されて い れ ば禁止な どされなか っ た ， とい う議論で フ レ
ーベ ル を救い 出そ

うとする と
， 時代 か らフ レーベ ル を切 り離す こ とに なる だろ う。

　 の ちに 「フ レ
ーベ ル の 哲学 と ドイツ の 政治的理想 とが

一
致 して い なか っ た ため，

ドイツ の 行政当局 は幼稚 園に疑惑の 目を向けた 」 と論 じたの は デ ュ
ーイで ある が ，

か れ は また ， 「当時 の ドイ ッ の
一一me的な政治的社会 的状 況が，その もとで は，幼稚

園内部で の 自由で か つ 協 同的な社会生 活 とその 外部 に広が る世界で の 社会生 活 との

間に連続性を考えるな ど ， とうてい で きな い よ うな もの が あ っ た」 と も論 じて い る

（デ ュ
ーイ　1985， pp ．163−164）。

　デ ュ
ーイ の フ レ

ーベ ル 理 解に立 つ な らば
，

フ レ
ーベ ル の 子 ど もの 自発性と自己活

動 を重視す る 自由を強調す る よ うな教育 は
，

ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム や リベ ラ リズム の 思想

と共鳴する もの で あ り， その た め ，
フ レーベ ル の 思 想 は反動期 の 体 制に とっ て 危険

思 想に他な らなか っ た こ とか ら ， 「幼稚園禁止令」が だ され る こ ととな っ た とい う

こ とに な る 。

　 プ ロ イセ ン の フ レ
ーベ ル に対す る判 断は ドイッ の 他の 領邦 に もひ ろが り， ドイツ

にお い て 幼稚園 を広めて い くこ とは不可能にな っ て しまう。 しか し， この こ とで ，

幼稚 園それ 自体が衰退 した の で は な く，
む しろ

，
こ うして ドイツ に お い て 幼稚園が

禁止令 された こ とが ， 結果的に ， 幼稚 園の 国境 を超 え成功 を後押 しす る こ とにな る 。

　 ドイ ツ で の 拡大をの ぞ め な くな っ た フ レ ーベ ル 幼稚 園運 動 は ， 海外 にそ の 活路 を

見出す こ とに な る 。 それ は ， フ レ
ーベ ル の 教育思想が素晴ら しか っ た とい うこ と

，

あ るい は ， その 支持者 た ちに よ っ て 精力的な普 及運動 が行 わ れた と い うこ との み に

帰せ られ る わ けで は なか っ た 。 む しろ
， 海外 で の 普及 を可能 に し， それ を成功にみ

ちび い たの は19世紀 とい う時代で あ っ た とい えるの で はな い か 。 19世期 には ， 産業

革命 をへ て 産業社会が 高度に発展 し ， 交通機関 も目覚ま し く発展 して い た 。 な に よ

り，帝国主 義の 時代 に あ っ て ， 国 民 鬮家の 拡張 と拡大 は強力 にお しす すめ られ，人

や 物は容易 に 国境 を越 え ，
グ ロ

ーバ ル な移動が か つ て な い ほ どに容易 にな っ て い た 。

　 こ の ような時代 にお い て ，社会の 状況 を反 映する と同時に ，社会 を再編 して い っ

た メ デ ィ ア と して 「博覧会 」が あ る 。 幼稚 園は ， それに 共鳴す る複数の 人々 の 精力 的

な個人の 講演活動や 執筆活動の み な らず ， 彼 ら／彼女 らが利用 した 「博覧会」と い

うメ デ ィ ア の 存在が ，幼稚 園の グ ロ
ーバ ル 化す る た め に果た した意味 は小 さ くない 。

　 フ レ ーベ ル の 幼稚 園を世界 に 広め た人物に， マ
ー

レ ン ホ ル ッ ・ビ ュ
ー

ロ ー男爵夫
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入が い る 。 彼女 よ り前に イギ リス に幼稚園は つ た え られ て い た の だが，
一

連 の 幼稚

園運動 に と っ て 決定的 だ っ たの は ， 幼稚 園が ドイ ッ で 禁止 され た三 年後の 1854年に

マ
ー レ ン ホ ル ツ

・ビ ュ
ー ロ ー

男爵夫 人が 渡英 した こ とに ある 。
こ の 年 ，

マ
ー

レ ンホ

ル ツ ・ビ ュ
ー ロ ー男爵夫人 は ，

こ の 年 の ロ ン ドン の 教 育 博覧 会 （Educational

Exhibition）に参加 し， 幼稚園 に つ い て の 講演 をお こ な っ た 。 そ して ， こ の 博覧会

で は ， 「恩物」 も陳列 され，実際 に それで どの よ うに遊 ぶ 「べ き」 なの か ， 保育士

に よる遊び 方の プレ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン もなされ た （別府 　1979， p．48）。

　「恩物」 は
，

フ レ ーベ ル が 考案 した
一

連の 遊具で ある 。 フ レ ーベ ル は 「遊 び の教

育的意義」を主張 し，幼稚 園の 教育内容 に は 子ど もた ちの 創造的な遊 びや作業 を中

心 にすえたの で ある が ， その 遊 びや 作業 をす る こ とに よ っ て 子 ど もが その 素質 を発

達 させ る と考え， その た め の こ の 体系的な遊具 ＝ 「恩物」（Gabe ／ Gift）を考案 し

たの で ある 。

　 ア メ リカで の 幼稚 園運動 に貢献 した人物で あ るエ リザベ ス ・ピーボ テ ィ の 活動に

とっ て も， 博覧会が 大きな役割を演 じて い る 。 1876年にア メ リカの フ ィ ラ デ ル フ ィ

ア で ，万国博覧会が 開催 され たが， そ こ で
，

ピーボ デ ィ らの ボ ス トン フ レ
ーベ ル 協

会 は幼稚 園の 「実演」 を展 覧す る 。 展覧 された幼稚園は， 「見学 者席 に は い つ も人

が群が っ て お り，多 くの 見学者 は 『新 しい 合唱 に よ っ て ひ きつ け られ ， 愛 らしい 光

景に よ っ て 魅惑 された奴隷』の ご ときもの で あ っ た」 とい われ る ほ どの 好評 をえた

とい う。 また ， 1893年 の シ カ ゴの 博覧会で は ， 「世界 の 幼児 の ため に世界の 女性 に

よ っ て 建て られ た」児童の 家が た て られ ， 「世界 各国 の 子 どもの 生 活や 娯楽の 絵及

び世界 の 童話の さし絵が は られ た り」， 「世界各国か ら訪れ た幼稚 園助教員が 年長 の

子 ど もを対象 に幻燈 を使 っ て 自国の 説明 をお こ な っ た り」， また ， 「母親は と もな っ

て きた幼児 を幼稚園室で 世話 して もらい ，幼稚 園活動の 実際 を眼 前にす る こ とが で

きた」（岩崎 　1979， p ．67）。

　 そ して ， 幼稚 園 の 展開 に と っ て も博覧会 が大 きい 意味 をもっ た の は 日本 も例外 で

な か っ た 。 1873年の ウ ィ
ー ン の 万 国 1導覧会 に参加 した明治 の 日本は

， 日本 を世界 に

知 ら しめ る こ と と同 時に 西洋文 明摂取 をめ ざ したが，その 摂取 の 成果の 一
つ が幼稚

園で あ っ た 。 湯川嘉津美 は ，当時，博 覧会 を訪れ た 日本人が ，「西 洋 の 進歩 ，
と り

わ け ドイ ツ の 進歩の 原因を学校教育の 進展 に 求め る が ， さらに幼稚 園 に ける 幼児教

育が 学校教育に効果 的 に作用 する こ と を認め た 。 富国強兵の 基盤は 人民の 富強に あ

り，そ の 人民の 寓強の 実現 に は幼児教 育 をは じめ とする教 育の 進行 が不可欠で ある

と考 えた」 と論 じて い る （湯川　2001， p ．70）。
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　吉見俊哉は 『博覧会の 政治学』 （1992）の 中で
，
19世 紀 における 博 覧会 を産業の

博覧 会で ある 以上 に ，「『帝 国』 の デ ィ ス プ レ イ， 『商品』の デ ィ ス プ レ イ， 『見世

物』の デ ィ ス プ レイ と して」 （吉見 　1992， p ．25） の 特徴 を持 つ と論 じ， 帝国主 義

と消費社会 ， そ して 大衆娯楽 とい う三 つ の 要素 を融合 させ た もの で ある こ とを明 ら

か に した 。 フ レーベ ル 運動 と博覧会 との 関係 を考える と き，
上記 の 吉見の 分析 は示

唆に富む。 博覧会で展示 され た 「恩物」 とい う商品は消費社会 に ア ピール し， 見学

者 は 「美 しい 合唱 に ひ き つ けられ」， 「愛 ら しい 光景」に魅惑され ， 眼前の 「実演 さ

れ る 」幼稚 園は見学者 に満足 を与 えた 。 世界 の 子 ど もた ち と世界 の 幼稚 園教員 た ち

が提示 され ，
こ の 可視化 された展示 に よ っ て 訪れた 人た ちは幼稚 園 とい う理念 の な

か に ある普遍性 を視覚か ら認識する こ とが 可 能にな っ た 。 吉見の み る博覧会の 三 つ

の 要素は ， 幼稚園 とい う博覧会の 一角に あるデ ィ ス プ レ イの 中に ， あます とこ ろ な

く埋 め込 まれ
，

そ の こ とが博覧会で の 成功 ， すなわ ち見学者 にそ の 意義 を普及 し世

界 に広 め る こ とに非常 に大 きな貢献 を した とい える の で はない か 。

　吉見 は ， 博覧会にお い て 「未開」の 人々 が様々 な 「人種」 として 展示 された こ と

に注目 し， 博覧会が近代にお い て 「発見」 され た世界 ＝ 「未開」を差異化 し新た に

世界の 巾に配置する装置 として機能 した こ とをあ きらか に してい るが ， この 文脈で

い うと ， 博覧会で 展示 され た幼稚 園は ， 大人 とは異な る もの と して 「発見 された」

子 ど も （ア リエ ス ）を近代社会 に配置す る もの で あ っ た とい うこ とが で きよう。 し

か も， 子 ど も
一一meの み ならず ， そ こか ら差異化 され る 「幼児」 を ， 新た に近代社会

の 中に配置する装 置として 機能 し， そ の 配 置 を広 くグ ロ ーバ ル に普及 させ る メ デ ィ

ア の 役割 を担 っ た とい える 。

4 ． 階層 と幼 児教育に お けるデ ュ ア ル シス テ ム

　博覧会 で展示 され た遊具 ＝ 「恩物」は商晶で あ っ た
｛9〕

。 そ れ は， フ レ
ーベ ル の 思

想 に うらづ けられ た遊具で ある と同時に ， フ レ ー ベ ル の 思想を可視化す る商品で あ

っ た 。 商品 は販 売され る こ とを 目的 と し，販売 され るこ とで 価値 を得る 。 博覧会 は
，

階級 を超 えた 大量の 人 々 を動員 した が ， 実際 に展 示 され た産業の 成果 をその 手に で

きるの は
，

商 晶 を購入 す る こ との で きる 人 々 に限定され る 。

　こ こで 注 目され るの は ， 幼稚園 と 「恩物」 は， と もに フ レ ーベ ル の 思 想 を体現 す

る もの で あ りなが ら ，
こ の 二 つ の 登場 に は時間的差 異が ある とい う点で ある 。 まず ，

先 に あ っ た の が 「恩物」の 制作で あ り， 幼稚 園の 誕 生はそ の 後で ある 。 もち ろ ん
，

そ れ以 前に ， フ レ
ーベ ル に は 5 ， 6 歳〜 17， 8 歳の 子 ど もた ち を対象 とした い わ ゆ
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る 「カイ ル ハ ウ教育舎」 に お ける 教育実践 の 経験が あ っ た 。 しか し， 幼稚 園 の誕生

は ， 「恩物」の 制作後の こ とで あ っ た 。

　すで に 1836年 に
，

フ レ
ーベ ル は の ちに 「恩物」 と命名され る 「教育の 手段」 を作

成す る こ とを考えて い たが ， 1838年か ら r恩物」とよば れ る こ とに なる
・一

連の 遊具

と作業具
一

毛 糸 に結 び付 け られ た球体や
， 分割 され た小 さ い 積木か らな る立 方体

等一
の 大規模 な製造が 着手 され た 。 こ の恩物の 製造後の 展 開につ い て

， 岩崎は 次の

よ うに論 じて い る 。

　や が て ， ドレス デ ン や ラ イ プチ ヒな どにお い て
，

これ らの 遊具 の 宣伝
・
普及

の活動が は じめ られ た 。 この 結 果， ドレ ス デ ンで は市民 の切望 に基 づ き，
こ れ

らの 遊具お よび を利用する恒久的な 「遊戯施設」が 設立 され ， ラ イ プチ ヒ で は

二 歳か ら六 歳 まで の 子 ど もた ち百人を周章す る保育所の 設立が 計画 され た 。

　か か る遊具 と作業具の 宣伝 ・普及の 活動 の 体験 か ら ，
フ レ

ーベ ル は かれ の 考

案 した遊具 と作業具の 利用 に 熟達 した 幼稚 園保育者の 要請の 必 要性 を実感 した。

（岩崎　1974， p ，237＞

　す なわち ， 考案 し製造 した 厂遊具 」を宣伝 ・普及 した い
， そ してそ の ため に は，

この 遊具 の 利用 に熟達 した保育者 を養成 しそれ を示す保育施設が 必要 で ある ， とい

う順 序で ある 。 こ う して
， 恩物の 制作 を始 め た 1838年か ら二 年後 の 1840年 に

， 模範

的な保育施設で あ り， 模範 的な保 育者養成施 設で あ り， 適切 な遊 び を普及 する 施設

で あ り， そ して ， 親と学校 を連結す る施設 とい う，

一
大総合 施設 と して ， 「

一
般 ド

イッ 幼稚園」 とい う名称をもっ た世界で初め て の 幼稚園が誕生する こ ととな っ た 。

　そ の 後， フ レ ーベ ル の 思想 に もとづ き，特別な遊具で ある 「恩物」を使用する幼

稚 園 は
， 各地 に普及 して い くの で ある が ， そ れ ら は

， 「上流階級お よ び 中産階級の

幼児 た ちの もの で あ っ た こ とは
， 争 え な い 事 実で ある 1 （岩崎　1974

， p245 ）。 も

ちろ ん ， フ レ
ーベ ル の 幼児教育思 想 は，すべ て の 就学 の 子 どもた ち を対象 と した も

の で あ る こ とは間違 い な い
。 しか し ， そ れ を実践す る 際に は ， 経済力 を もっ た親の

子 ど もた ち に 限られ る こ ととな っ た 。 そ の 理 由の
一

つ に ， 幼稚 園の 運営形態の 問題

があ る 。

　 フ レ
ーベ ル は父 親た ちに ， 「み ん なの 課題 をみ ん な の協力で 解決する こ と」を訴

え ， 幼稚 園 の た め の 「教 育団体」 （Erzehungs−Vereinen）を作 り， そ こ へ の 親 たち

の 参加 を募 っ た 。 フ レ
ーベ ル が つ くっ た 「教育 団体 」で 使 われ た団体／ フ ェ ア ア イ
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幼児教育をめぐるポリ テ ィ クス

ン （Verein）とい う言葉 は ， 英語 で い う とア ソ シ エ ーシ ョ ン （Associatien）にあ

た り，法人や 団体 を さす もの で あ る。 フ レ
ーベ ル の構想 した 「教育団体」は，現在

の 雷葉で 言 うなら ，
い わ ば市民活動 にお ける市民団体 に近い もの とい うこ とが で き

る の で は ない か
 

。 それは
， 国家の 財政 に よ っ て 運営され る もの で もな く， 金持 ち

の 篤志家の 寄付金 に よ る慈善活動で もない 。 公的な運営で もな く， 私 的な慈善行為

で もな い
，

い わ ゆ る 中間団体 に よ る活動 で あ り， 現代的 な用語 で い え ば ， 「新 しい

公共」をめ ざした市民に よる 活動で あっ て ， その 意味で 幼稚園運動は今 日的な意味

で の 市民運動で もあ っ た と い え る 。

　 こ の よ うに きわめ て 先進的なフ レーベ ル の 活動は ， しか し19世紀 とい う時代にあ

っ て は残念 なが ら ， 「新 しい 公 共」の 形成に成功 した とはい えない
。 結果的に ， フ

レ ーベ ル の 幼稚 園 は ， 経 済力が あ り， 子 どもに対する新 しい 配 慮を重視する よ うに

な っ た 中
・上 流 階層の 近代家族の 親たち に 理解 され 支持 され る もの で あ っ た 。 幼稚

園 はフ レ
ーベ ル の 思 想 に見 られ る よ うな ， す べ て の 階層の 子 ど もた ちに提供 され る

もの で は なか っ た し ， 事実， フ レ
ーベ ル 自身が す で に 別の 施 設の 計画の 際 に

， 「私

は有産階級 の 子 どもた ちをえ らび ます 。 それ は事業 を可 能 にす るためで す」 （岩崎

1974， p ．233）との べ て い る よ うに ， 現実的 な レ ベ ル にお い て ，幼稚 園 とい う 「事

業」の 実現の ため に は ， 中 ・上流階層が ター
ゲ ッ トとされた 。

　フ レ
ーベ ル の 幼稚園 は中上 流階級に さ さえられ普及 して い っ たが ， 他方で

， 産業

革命 で 拡大 した工 場労働 を担 う女性労働者 た ちの 子 どもた ちの ため の保育施設 も ま

た
， 求め られ て い た 。 フ レ ーベ ル 臼身の 教育思想におい て ， 幼稚 園はす べ て の 子 ど

もた ちの ため の もの で あ っ た 。 幼稚園禁止令が解か れ た後 ， 幼稚 園運動 の 担 い 手 た

ちは ， 当時台頭 しつ つ あ っ た社会民主 主義の バ ッ クア ッ プ もあ っ て ，貧民や労働者

の た め の幼稚 園設立 の た め に力 をい れ て い っ た 。

　幼稚園はその誕生の 時点で
， 異 なる階層の 子 ど もたちを包含する ため の 複線化へ

の 道を進み始め て い た とい える 。

5 ． ジ ェ ン ダー ポ リテ ィ クス に 支 え られ た幼児教育

　 い ま さ らなが らだが ， フ レーベ ル は男性で ある 。 また，上記の 幼稚園経営 をさ さ

え る教 育団体 へ の 参加 は 父 親た ち に よ びか け られ た もの で あ っ た 。 そ して ，当初

「
一

般 ドイ ツ 幼稚 園」 に お け る教員養成で 想 定 して い た保育者に は ， 男性 も女性 も

想定 され てい た c

　 しか し
，

そ の 後 の フ レ ーベ ル 運 動の 中核 を担 っ た の は ， 女性た ちで あ っ た 。 確 か
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に
， 男性 の フ レ ーベ ル 運動の 支持者 も数多 くい た し，デ ィ

ース タ
ー ヴ ェ

ー グ
1η

の よ

うな教育界の 有力者 もい た 。 しか し ， 先 に言及 した マ
ー

レ ン ホ ル ツ
・ビ ュ

ー U 一
男

爵夫人 もエ リザ ベ ス ・ピーボ テ ィ も， そ して
， ドイッ で ペ ス タ ロ ッ チ ＝フ レーベ ル 協

会を設立 し， 幼稚 園 と幼稚園教員育成 に多大な貢献を した フ レ ーベ ル の 姪の ヘ ン リ

エ ッ テ ・シ ュ ラ
ー

ダ
ー

＝ ブ ラ イマ ン夫 人
画

もまた女性 で ある 。 幼稚 園運動 にか か わ

る大人た ちの 中に占め る女性比率は ， 他の 教育活動 に お い て か つ て な い ほ どに高い 。

　こ の よ うに 女性の 活躍の 割合が 高い の は， さしあた りフ レ
ーベ ル の 教育思想 にそ

の
一

因 を求め る こ とが で きる だ ろ う。 彼 の 主 著 『人間の 教育』に お い て
， 「共 同感

情 」がまず母子の 問に 目覚め
， そ れ が 次第に拡大 して ， 人々 との 協調 ・調和 した社

会 へ と発展す る と論じ られ る 。 こ の 議論にお い て確か に，母親の 存在 は大 きい 。 そ

こ に ある の は
，

ペ ス タ ロ ッ チや ル ソ ーの 思想 と同様の
， f ど もの 成長に と っ て 母親

の 持 つ 役割が 極 めて 重要で あ る と説か れ る近代家族の 性別役割分業意識 に基づ く議

論で ある 。

　とは い え， 「人間の 教 育』全体 を とお して み る と き， 父 親の 役割 もまた非常 に大

きい もの で ある し， 本書全体を通 じて 両親や 父 親 と い っ た言葉に くらべ て ， 母親と

い っ た言葉が 占め る比 重が 格段 に大きい とは言い 難い 。加えて ， フ レ
ーベ ル と同時

期 に 幼児教 育施 設 を構想 した 人物 に フ リ
ー トナ

」 3〕
が い た が， フ リ

ー トナ
ーが 母性

の み を強調 したの に比べ て
，

フ レ
ーベ ル が男性の 保育者 を否定 した わけで は ない と

い う点 で
，

フ レ ーベ ル と フ リ
ー

トナ ーが 区 別 さ れ る とい う議 論 もあ る （Rabe −

Kユeberg 　20e3，　pp．43−44）。

　 で は ， なぜ ， フ レ
ーベ ル の 幼稚園 は こ れほ どまで に庄 倒的に女性た ちに よ っ て 担

われ る こ とに な っ たの だろ うか 。 さ しあた り
，

ここで は二 点指摘 してお きたい 。

一

つ は
，

フ レ
ーベ ル 自身の 実践活動 か ら， もう

一
つ は， フ レ

ーベ ル の 後継者の 幼稚 園

普及活動か ら 。

　 フ レ ーベ ル の つ くっ た最初の 幼稚 圍で ある 「
一一
般 ドイツ 幼稚 園」が 複合施設で あ

っ て ， そ こ に幼児教 育者の 養成施設があ っ た こ とは すで に述べ た が ，そ こで の 幼児

教育者養成は
， 男女 を共 に対象 と して い た 。 しか し， フ レ

ーベ ル 自身の 幼児教 育者

養成 の 計画 と実践 にお い て ， 時代 ご とに養成 され る対 象 は変化する 。

　 た とえ ば ， 1939年 に幼児指導者養成講座 を受講 して指導者 に な っ た もの は ， 男性

が 4 名で あ っ たが ， その 後 ，
1846年 に行 われ た講座で は

， 男性 2名， 女性 6名とな

っ て い る 。 さ らに 1847年 に フ レ
ーベ ルが 構想 した養成所 プ ラ ン で は ， 対象 は女子の

み に 限定 され て い る 。 つ ま り，
フ レ ーベ ル は 当初 ， 子 ど もた ちの 教育 に 携わ る もの
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を男女の 両性 を考えて い たの だが ， 次第に女子の み に限定す る よ うに その 考えを シ

フ トさせ て い っ た 。 こ の こ とは
，

フ レ
ーベ ル が 女性の 専門職 として幼児教育職を確

立 した ， とい うこ ともで きるが ， 裏 を返せ ば
， もともと男性の 応募／志望が あ っ た

幼児教 育職 か ら ， 男性が 排除 され て い っ た ，
とい うこ と もで きる の で は ない だ ろ う

カ、 （4、玉 　2002， p．2e4）。

　 もう一
つ は， フ レ ーベ ル の 後継者た ちの 普及戦略に み る こ とが で きる 。 幼稚 園運

動の 担 い 手の なか で ，母性 に 力点 を置 い て その 普及 を図 っ た人 物と して 重要な役割

をは た した の は ，
シ ュ ラー ダー＝ブラ イマ ン 夫人で あ り， 彼女の 思想の 中心に ある

「精神的母性」 （gaistige　M 血tterユichkeit） とい うア イデ ィ ァ は
， 幼稚 園 を女性の 世

界 とす るた め に大 きな貢献 をはた した 。 す なわち ， 「精神 的母性」は
， 女性 は子 ど

もを出産す る しない にか か わ らず ， 母性的資質を発揮で きるの で あ り， 社会 には こ

の よ うな資質を発揮する 女性特有の 活動分野が あ り， それ は男性に は代替不可 能で

ある 。 こ の 女性特有の 活動分野 の
一

つ が幼稚 園の 幼児教育者で ある 。 こ うい っ た女

性 の 特性 か ら女性 の社会 的意義 を説 く議論 は， 女性の 男性か らの 解放や女性 に と っ

て の 学問の 必 要性を加えて ， の ち の ドイ ッ の 穏健派女性解放運動の 理論的支え とな

っ た 。 シ ュ ラ
ーダ ー＝プ ラ イ マ ン は ， 幼稚園の 組織 を家庭生活の 特質に したが っ て

構成す る の で あ っ て ，学校 の 特質に したが っ て構 成す るの で はない との べ
， 幼稚 園

の 女性教員 は教 師 と しての で は な く母親 として の 性格 を もつ べ きで ある と論 じた

（梅根　1974， p ．284， 290）。

　 もと もと性差の 区別が な か っ た幼稚 園の 幼児教育者 とい う職は ， フ レ
ーベ ル 自身

に よ っ て 次第に男性か ら切 り離 され女性 の 職へ の シ フ トして い っ たが，さ らに それ

は， フ レ ーベ ル の 後継者た ちに よ っ て ，女性 の み にゆ る された特権的な職 と位置づ

け られ
， その社会 的地位 を得 て い くこ とに なる 。 20世紀 に は い り， 幼稚 園の 幼児教

育者 と い う職 は
， 法律上規定 され （1911年）， 国家 に よ っ て オ ー

ソ ラ イズ され る こ

とになる 。 こ の 法制定は ， 女性 た ちの 社会的地位の 向上 を目指 した運 動の 成果で あ

るが ， しか し ， そ れ は女性全体の 成果で は な く， 中上 流の 女性た ち ， 多 くは社会的

に 自立 を よぎな くさせ られ て い る 中上流 の 女性 た ちの 対面 を損 なわない 職業の 地位

向上 の ため の 運動 で あ っ た 。
こ れは幼稚 園教 育者 とその 他 の 子 どもの ケ ア を担 当す

る女性 たち を区別 し， 幼稚 園教 育者 の 地位 を向上 しよ うとする 中上 流 階級 の 女性 た

ちの 運 動に よ る もの で あ っ て
， そ こ に は

， 幼児教育内部の 職種の 分 岐化 ・差 別化 と

い う，
い わ ば女性た ちの 中 に 分Wt　・分裂 を持 ち込 もうとする 運動 で あ っ た （大崎

1995）。
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　シ ュ ラ
ーダ ー＝ブ ラ イ マ ンは

， 幼稚園 は
， 「学校」で は な く 「家族」的 な もの で

あ り， 幼稚 園の 教育者 は
， 教師で は な く母親的な もの で ある とい う。 こ の 論理 は ，

彼女た ちに ， 女性 の 固有職 を確保 し， そ の意義を主張 し ， そ の 独 自性 を国家 に認め

させ る こ とに成功 した 。 しか し， その 結果，学校教育体系か らの 幼稚 園の 分離 学

校教員身分 か ら幼稚 園教育者の 身分 の 分離 をひ きおす こ とに な っ た 。 最終 的に ，

1920年の ヴ ァ イマ ル 学校会議 にお い て ， 激論 をへ て 結果的に幼児教育は学校体系か

ら排 除され ， ヴ ァ イマ ル 青少年福祉法の 中に位置 づ け られ る こ とに な る 。

　確か に ， 特別 な配慮を必 要 とす る幼 児期 ， 幼稚園教育者に も とめ られ る女性 な ら

で は の 母性 ， 固有な教育を もとめ られる 学校で は ない 幼稚園 ，
こ の よ うな幼稚園に

かか わ る理念 が幼稚 園運 動を拡大 し，普及 させ ，女性 の 社会進 出に貢献 した 。 しか

しなが ら
， その 固有性 の 主 張 は

， 逆説的に
， 幼稚園の 社会か らの 分離 をひ きお こ し ，

幼稚 園 を隔 離され た子 どもの 空間 とし ， 幼稚園教育者た ち を学校教 師集団か ら分離

させ た の で あ る 。

6 ．　 お わ りに

　近代の 幼児教育は ， そ の 誕 生の 時点か ら多様なポ リテ ィ クス の せ め ぎ合 う場で あ

っ た 。 幼稚 園は， ヨ ー
ロ ッ パ 間の 激 しい 戦闘の さなか の ナ シ ョ ナ リズ ム が吹 き荒れ

る 中で 生 まれて きた 。 その 思想 的基盤は普遍的な 「人間の 教育」で あ り， 人間の 教

育 を基礎 と して め ざされ たの は 国民形成 で あ る 。 幼稚 園は 国民教育の基礎 と して い

ちづ け られて い た 。 国民 国家 をささえる普遍的な人間の 教育 は
，

ドイツ で あれ ，
イ

ギ リス であれ ， 日本 であれ ， 国民 国家形成 をめ ざそ うとす る国々 に と っ て基礎 とな

る 。 こうい っ た移植可能性は ， その 思想 をグ ロ ーバ ル な もの としたが ， な に よ り，

そ れ を可能に した メ デ ィ ア と して ，博覧会が あっ た 。 近代社会が 「発見 した世 界」

を 可視化 し， 配 置 する作 用 を持 つ 博覧会 にお い て
， 幼稚 園 が展覧 され る こ とで ，近

代社会が 「発見 した子 ど も」， 「近代社会が発見 した幼児」を可視化 し，再配置す る

こ と を可能 に した 。 博覧会 と い うメ デ ィ ア が
一

層，幼稚園の グ ロ ーバ ル 化 を促 す こ

と とな っ た 。

　博覧会が 大衆を動員する もの で
， 階層 か ら自由なあ る意味で の ユ

ー トピア で あ っ

た の 対 して ，現実 は商品が流 通 す る経済的格差 の 拡大 して い く社会 で あ っ た 。 理 念

的に は ， 幼稚 園 は万人 の 子 ど もた ちの た め の もの で ， 幼稚 園 の 教育は万 人の 子 ども

た ちの た め の もの で あ っ た 。 しか しなが ら ， 幼稚 園事業の 経営 ， 恩物 とい う商品の 流

通 と い う課題 を前 にす る とき， 顧客は 限定 され る こ と とな っ た 。 経済的負担に 耐 え
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うる 階層 と ， それが不可能 な援助が必要な階層 と， 万 人 の ため の 幼稚園 は ， 経済階

層に応 じた 異なる 制度 を必要 と した 。 その こ とが幼児教育制度の 複線化 を帰結す る 。

　そ して ，
こ うい っ た ポ リテ ィ クス の 中で ， 固有 ， 幼稚園 に大 き く作用 したポ リテ

ィ クス として ジ ェ ン ダーが ある 。 幼稚 園の独 自性の 主張 はジ ェ ン ダー抜 きに語 れ な

い が ， それ は
，

一方で 女性解放の 思想で ある と同時に ， 他方で 男性を排除し女性固

有 の 世界 と して社会か ら分離す る力学と して もはた らい た 。
フ レ ーベ ル の 思想の な

かで 国民国家 の教育制度の 基礎 と して 位置づ け られた幼稚 園は，半世紀 をへ て 教育

制度か ら分離 され る こ とにな っ た の で ある 。

　以上 は もちろん ， ドイッか らみ た幼稚園の 展開で ある 。
エ コ

ー
ル ・マ テ ル ネや イ

ン フ ァ ン ト ・ス クー
ル とい っ た 「学校 」であ る こ とを手放さなか っ たフ ラ ン ス や イ

ギ リス の展 開は ， ドイッ とまた異な る もの で あ る 。 しか し， 国民国家の ポ リテ ィ ク

ス ／階層の ポ リテ ィ クス ／ジ ェ ン ダ
ー

の ポ リテ ィ ク ス は
， 異 なる形 で は あれそ れぞ

れの 国の 文脈 の なか で 共通に作用 して い た の で はない だろ うか 。

　少な くとも， 私た ちの 目の 前の子 ど もた ち は，幼児教育の 理想 の まえに，多様 な

ポ リテ ィ クス 中で 生 きて い る の で あ り， また逆 に私た ちの 知 っ て い る幼児教 育の 理

想それ 自体 に 多様 なポ リテ ィ ク ス を作動 され る もの が胚胎 され て い る の だ と もい え

る だろ う。

〈注〉

〈1） Friedrich　Wilhelm　August　F6bel
，
1782− 1852．

（2） た だ し，幼稚 園 （Kjndergarten） に み られ る ように ， 園 （Garten） とい う言

　葉 を使 っ た の は
， フ レ ーベ ル が最初で はな く， 1828年にハ ン ガ リーで作 られ た幼

　児学 校 の
一

つ が 「天 使 の 園」 （Enge！sgarten ） と なづ け ら れ て い た （岩 崎 ，

　 1974 ：12）。

（3＞　Jean−Fr6deric　Oberlin，1740−1826．

（4）　Robert　Owen ，1777−185　8．

（5） な お ， 19世紀前半の ドイ ッ で は，幼児 を対象 と した もの に ，ザ クセ ン で は 託児

　学校 （Warteschule）とい うよ うに 「挙校j とい う霄葉が 使わ れ たが ， プ ロ イセ

　 ン や バ イ エ ル ン で は，託児所 （Kleinkmderbewahranstalt）とい うよ うに ， も っ

　 ぱ ら 「施設」 （Anstalt）と い う言葉が使 われ た 。

  　フ レ ーベ ル が ペ ス タ ロ ッ チ と実際に交流 が あ り，ペ ス タ ロ ッ チ か ら多 くを学 ん

　 だ こ とは有名で あ るが ，
ペ ス タ ロ ッ チ とフ レ ーベ ル の 幼児教育に 関す る相違 と し
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　て は
，

ペ ス タ ロ ッ チ は幼児の 教 育は あ くまで家庭教育で ある と考 えて い た の に対

　 して ，
フ レ ーベ ル の 幼児の 教育は

， 幼稚 園 と い う場 に お ける教育の 意義 を構想 し

　て い た点が挙げられ る 。

（7） プロ イセ ン （PreuBen）は ， ドイツ の 領邦 国家の
一

つ で ， 18世紀か ら20世紀初

　頭に か けて 栄 えた 。 の ち ， 1871年に プロ イセ ン 国王 ウ ィ ル ヘ ル ム ー世が ドイ ッ皇

　帝 とな り， 国民 国家 として の 統一
ドイッ が 誕生 した 。

（8） Friedrich　Ludwig 　Jahn，1778−／852，「ドイ ツ体操」 を創始 し， 日本 で もこ の 体

　操は取 り入 れ られ た 。

（9＞ 幼稚 園 と博覧会 お よび市場 との 関係 に つ い て は ， 大戸 （2001）を参照 の こ と 。

（101Verein とい うドイッ 語 は現在，会社 組織 に用 い る言 葉とい うよ り， 任意団 体

　 や認可団体 に使 われ る言葉で ある が ，フ レ
ーベ ル の この 団体は，市民か らお 金 を

　 集め て そ れ に よ っ て 経営を図ろ うとした点にお い て
，

い わば 「株式事業1 とい っ

　 た性格を持つ もの で ある とみ なすこ ともで きる 。

  　Friedrich　Adolph 　Wilhelm　Diesterweg
，
1790−1866

（12＞　Henriette　Schrader−Breymann ，1827
−−189．　9．

a3）　Theodor 　Fliedner，18eO−1864．
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ABSTRACT

  The  Politics of  Early Childhood Education  in Modern  Society

               
-Nation-State,

 Class and  Gender'm

                                                   KODAMA,  Ryoko

                                               {Ochanomizu University)

                             Otsuka2-lml Bukyo-ku  Tokyo  112-8610 japun
  Early childhood  education  has been an  important political matter  and  an  urgent

issue since  its beginning. There  are  three power  dynamics  involved in the history of

early  childhood  education,  especially  in the history of the kindergarten system,  This

paper discusses the powers  that influenced early  childhood  education  from  the

beginning.

  Firstiy, there was  the politics of  the nation-state.  The  founder of  the kindergarten,

Friedrich Froebel, was  acutely  aware  of Germany's national  school  system.  In the

early  19th century,  Germany was  wealL[ened  by division into several  countries.  Many

intellectuals such  as  Fichte and  Froebel wanted  to be German and  desired a  nation-

state.  Froebel thought the kindergarten was  the  base of  the education  system  of  the

German nation-state.  In the beginning, kindergartens became widespread  in

Gerrriany, but were  closed  by prohibitions on  the kindergarten in the middle  of the

19th century  because conservative  governments  viewed  the liberal idea of  the

kindergarten as  dangerous.

  The kindergarten movement  became a transnational movement  through the new

mectia  of  the 19"i eentury,  especially  
'the

 Great Exhibitions and  World Fairs,

ExhibitioRs included the kindergarten and  
'the

 
[gifts,'

 which  were  the toys  invented

by Froebel. The  movement  was  supported  by the  modern  consuming  society.

  Secondly, politics was  the  politics of ciass. At  the  beginning, the kindergarten

systern  was  a  private system,  and  the 
Sgifts'

 were  a product in trade. Thus, children

of  rich parents were  abie  to attend  kindergartens. Froebel targeted  upper  and

middle  class  families for the success  of  his project, His project was  relatively  more

accessible  by the upper  class,  but his idea of  education  was  open  to aiL classes,  The

early  chitdhoed  education  system  therefore contained  an  element  of  the dual system

24



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The  JapanSociety  ofEducational  Sociology

ZhYEvagEto<6rtUflPX

inherent in modern  public education.

  Thirdly, politics was  the politics of  gender. The  kindergarten was  supported  by  a

large number  of  women.  According to Froebel, the kindergarten was  different from

the schooL  The  model  of the educator  in the kindergarten was  not  the teacher  but

the  mQther,  That idea supported  women  who  had  to earn  their own  bread. Thus, the

kindergarten became  a  world  of  wornen.  and  shut  men  out.  The  kindergarten

system  was  divided into kindergarten for the upper  class  and  for the lower class, and

therefore hierarchies of  educators  were  also created.

  Gender politics created  a workplaee  aRd  a special  educational  role  for women,  but

the particular women's  society  of  the  kindergarten was  divided from the teacher's

society in schools  and  is vievgred  as  having a  lower status  in modern  society,

Keywerds: politics, early childhood  education,  modern  society
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